家庭礼拝　2011年9月7日　コリント第Ⅱ　9章　エルサレムへの献金
　賛美歌403　聞けよ、愛と真理の　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌492　み神をたたえる心こそは
起

何度かお話していますが、コリントの信徒への手紙第二は、いろいろな手紙が、うまく整理されないまま、一つの手紙として編纂されたところがあります。コリントの第一と第二の手紙の他に、第一の手紙の前に出されたと思われる手紙があります。それは、コリントの信徒への手紙第一の5章９節で、「わたしは以前手紙で、みだらなものと交際してはいけないと書きましたが、」と書いてあったその以前の手紙です。その手紙の断片はコリント第二の手紙の6章14節から7章１節の所に来てしまったのではないかと言われています。もうひとつの箇所は、今までも何度か紹介している涙の書簡といわれる、第一と第二の間に出された、手紙です。この手紙のことはコリント第二の7章8節に記されているあの手紙と呼ばれている手紙です。この手紙がコリント教会との関係を、大いにこじらせ人々を悲しませてしまったわけです。実はその手紙が、この後の、10章から続く手紙ではないかといわれています。それは9章と10章との間に大きな断絶があり、9章までは、テトスの知らせによって、和解が進んでおり、最後の詰めの献金の問題に触れ始めているのに、10章では、また元に戻って悲嘆にくれているからです。ですから、本当の意味でのコリントの信徒への手紙第二は今日の9章の献金の話で終わっているのかもしれません。最後の挨拶がないのでなんともいえないところがありますが、10章からは別の手紙が続くという風に考えたほうがよいと思います。そういった意味で、今日の9章をコリント第二の手紙の最後であることを意識して読んで行きたいと思います。そして10章からの手紙は、本来は第一と第二の手紙の間に読まれるべき手紙として読んで行きたいと思います。
今日の9章のパウロの手紙のテーマは、献金です。それは神様への奉げものといってもいいかもしれません。この奉げものの問題は、カインとアベルの奉げものの問題以来の根の深い問題です。それは、信仰の問題として考えたとき、信仰のバロメーターとして非常にわかりやすい指数になるのかもしれません。それは献金が多いほど信仰が深いということを意味するつもりはありません。ですが、献金をするときほど、信仰的な考えが具体的、直接的に反映される時はないのではないのかなと思われるのです。この私たちにとって生きるのに必要と考えられているお金というものが、私たちの本当の関心のありかを反映するものであり、私たちのこの世への執着を表すものであり、私たちが捨てきれずにこだわっている、偶像をあらわすものだといえるからです。献金をするとき、どのような気持ちで献金するのか。その気持ちが、その信仰の内実を見事に表してくれます。多少の後ろめたさをもって献金するのか、虚栄心を持って献金するのか。義務感からしているのか。信仰的な喜びを持って献金をするのか。何の見返りも求めない献金であるのか。何かを期待しての献金であるのか。いつも自分に正当化の呟きをしている献金なのか。何も考えることのない無心の献金なのか。イヤイヤしている献金なのか、この献金一つで、大いにその信仰が試されていることを思います。だからといってそれを意識してする献金もまた、あまり感心したものではありません。この献金の問題は、私自身にとっても大きな問題であると感じています。この献金を、必ずしも教会への献金だけではなく、被災者への義捐金なども含めての話ですが、いかにすがすがしい気持ちで、こだわりなく、喜んで献金できるようになるかということが、私の信仰の成長の問題でもあり、人間としての成長の問題でもあると感じています。それは献金がうまくできるかどうかというよりも、霊的な成長の問題であり、献金がうまくできるのは、その結果だと考えています。そして、今の私の状況は、うまく献金できなかったことを悔やむことの多い場面を、思い出してしまいます。特に、義捐金などは、そのときのタイミングを失うとその後なかなかできなくなります。ですから今は、まず何も考えずに、小額でいいからすぐに献金をする。そして、その後で状況を再び考えて、また献金するという二段三段構えでやっています。これは霊的な方法ではなく、技術的な方法ですが、一度小額でも献金すると、次の献金がとてもやり易くなるので、そのような方法を用いています。このように注意していてもまだまだ悔いが残るのです。自分の我欲を感じるわけです。自分の至らなさを感じるわけです。このような献金に対する、パウロの考え方を今日の9章から学ぶことができたら、もっと喜ばしい献金ができるようになるかもしれないと期待しています。
承
エルサレム教会への献金の準備は進んでいました。最初に準備ができていたのはアカイア州の教会、すなわちコリント教会です。コリント教会では去年のうちから準備ができていましたが、その後にパウロとコリント教会のごたごたが起こってしまったのです。パウロは、コリント教会のお金を騙し取ろうとしているのではないかという疑いさえかけられたのです。ですがパウロは、コリント教会は、疑り深いとんでもない教会だといって、周りに同調を求めるような人ではありませんでした。むしろ、アカイア州すなわちコリント教会では去年から献金の準備ができているといって、マケドニア州の人々にあなた方を誇りました、と2節では言っています。マケドニアの教会というのはテサロニケの教会やフィリピの教会です。パウロはマケドニアの教会には、コリント教会はすばらしい、もう献金の準備を始めているといって褒め称え、反対にコリント教会には、8章の1節から5節にあるように、マケドニアの彼らは力に応じて、また力以上に自分から進んで、聖なる者たちを助けるための慈善の業と奉仕に参加させてほしいと願い出たと、マケドニア教会のすばらしさをコリント教会に伝えているのです。悪く言えば競わせていることになり、よく言えば、お互いの良いところを伝えて刺激と励ましを与えています。そして、コリント教会には、あなた方の熱意は多くの人々を奮い立たせたのです。と、コリント教会の熱意が多くの教会の見本となったことを伝え、その誇り高い行いを思い出させようとしているのです。そして、コリント教会のすばらしさをマケドニアの教会に、このように自慢しているのですから、他の教会の人が行って見たら実はコリント教会はそんな話どころか、必要なものをちっとも準備していなかったということにならないように、恥をかかせないようにお願いしたいといいました。いわば、コリント教会の人々をほめたりおだてたりして、献金をきちんと準備するように釘を刺しているのです。そして、献金するに当たっては何が大切かをこういいました。それは5節にも書いてあるように、渋りながらではなく、惜しまず差し出したものとして用意してもらうためです。ということです。献金をするにあたって一番大切なのは、その額ではなく、どのような動機や気持ちでなされるかです。これが、カインとアベルのときにも問題になったのです。パウロは、それは渋りながらではなく、惜しまず差し出された物でなくてはいけない、と言っているのです。そしてその理由をこのように説明しました。6節と7節です。
２コリ 9:6　つまり、こういうことです。惜しんでわずかしか種を蒔かない者は、刈り入れもわずかで、惜しまず豊かに蒔く人は、刈り入れも豊かなのです。

２コリ 9:7　各自、不承不承ではなく、強制されてでもなく、こうしようと心に決めたとおりにしなさい。喜んで与える人を神は愛してくださるからです。
献金袋や、献金の依頼のパンフレットなどによく書かれている言葉です。そして、礼拝献金の前にも言われる言葉です。わずかしか蒔かないものは刈り入れもわずかであり、惜しまず豊かにまく人は、刈り入れも豊かだと言います。献金は種をまいているようなもので、後で豊かな収穫のときが来るというのです。だから、各自は、不承不承ではなく、強制されてでもなく、こうしようと心に決めたとおりにしなさいと、自発的な行為であることを勧めています。それは、喜んで与える人を神は愛してくださるからです。とパウロは言いました。このような言葉を聴くと、私たちはなるほどな、と思います。それは極めて、分かり易いからです。惜します豊かにまく人は刈り入れも豊かで、喜んで与える人を神は愛してくださるからだと言う、はなはだ現実的な方法を教えてくれているからです。それが分りやすいのは報酬目当ての動機であり、功利的な方法なのだからです。私たちの普段の考え方と近いからです。禅仏教哲学で世界的に有名な鈴木大拙は、キリスト教にも非常に理解の深い人で、キリスト教のよさをも称える事のできる人ですが、彼はキリスト教のこのような、喜んで与える人を神は愛してくださるからだ、と言うようなことを意識して善行を行うようでは、われわれのような信仰者の仲間にはなれないと言っています。キリスト教にはこのような、こうすれば、神は報いてくださるであろう式の言葉が多数あるのです。それはいわば、報酬目当ての善行でありますが、聖書ではそれをいっこうに恐れることなく、公に奨めていることも一つの特徴と言えることなのです。それは言わば、そのような支えてくださる方の存在を身近に感じなければ、善行をやり通す事のできない人間の弱さをあらわしているともいえます。パウロやイエス様は人間のこの弱さを知って、功利的な報酬目当ての方法でさえ大胆に伝えたといってもいいのかもしれません。キリスト教では、このようないつも見ていてくださる神様を意識して、行動していくのが、基本的な行動パターンということになります。
転
パウロは、このような善行を人々に勧める神様が、どんな方であるのかを教えます。8節から10節です。
２コリ 9:8　神は、あなたがたがいつもすべての点ですべてのものに十分で、あらゆる善い業に満ちあふれるように、あらゆる恵みをあなたがたに満ちあふれさせることがおできになります。

２コリ 9:9　「彼は惜しみなく分け与え、貧しい人に施した。彼の慈しみは永遠に続く」と書いてあるとおりです。

２コリ 9:10　種を蒔く人に種を与え、パンを糧としてお与えになる方は、あなたがたに種を与えて、それを増やし、あなたがたの慈しみが結ぶ実を成長させてくださいます。

　神様は、人間のように惜しむ方ではないということです。神様はいつもすべての点で、十分に満ち溢れる恵みを惜しみなく与えてくださるかたで、種を蒔く人には種を与え、それを増やして、その実を成長させてくださるのだと言いました。種を蒔く人には惜しみなく、その種を与えてくださるのです。私たちが蒔く種は、私たちのものではなく、もともと神様が与えてくれた種であり、そしてその種を蒔こうとする人にはもっとその種を惜しみなく与えてくださるのだということです。そしてその種は私たちの慈しみの実として成長し、増え実を結ぶのだということです。私たちの献金するお金が、自分のものだと思うから惜しいという気持ちが出るのだと思います。ですが、そうではなくて、神様のものであり、必要ならばもっともっと与えてくださるものだと思えば、惜しまずに奉げることができるのかもしれません。とにかく、献金として捧げたものが神様のものになるのではなく、奉げようとそのお金を手にした時にすでにそれは神様から与えられたものであるとの受け止め方が大切なのかもしれません。そして、パウロはささげたもの以上に、神様は私たちに恵みを与えてくださることを約束しているのです。そして、私たちはこれを、私にはあなたの恵みは十分です、と言うこともできるし、どうかその見返りの恵みをたくさん下さいといっても、それは許されているのです。それもまた、神様が約束していることなのです。
そして、その結果私たちはこのような新しいものに変えられるというのです。11節と12節です。
２コリ 9:11　あなたがたはすべてのことに富む者とされて惜しまず施すようになり、その施しは、わたしたちを通じて神に対する感謝の念を引き出します。

２コリ 9:12　なぜなら、この奉仕の働きは、聖なる者たちの不足しているものを補うばかりでなく、神に対する多くの感謝を通してますます盛んになるからです。
　神様から、蒔く種をいただいてその種を蒔くものは、すべてのことに富むものとされ、さらに惜しまず施すようになり、神様に対する多くの感謝を与えられて、ますますそれは盛んになるということです。まず最初の一歩が大切なわけです。わずかでもいいから惜しまず与えることができれば、後は恵みが恵みを呼び、感謝が感謝を呼んで、ますます盛んになるわけです。もう惜しいなどという気持ちはなくなってしまうわけです。大金を献金しても、それを惜しいと思ってしたならば、この祝福の循環は訪れないでしょう。わずかでもいいから惜しみなく与えたものにはこの祝福の良い循環が与えられて、ますます盛んになっていくわけです。何よりも喜んで奉げることです。そのとき、報いを期待して奉げてもよいといっているのです。反対に、私たちの思いの中に鵜の毛ほども、そのような惜しむ思いは起こしてはいけないのでしょう。もしその様な、惜しむ思いが起こるならば、カインに対するように、神様はその奉げものを喜んではくれないのかもしれません。それならば、あらかじめ決めておいて喜んで捧げられる分だけ奉げることもよい方法かもしれません。奉げた後は、奉げることができた感謝だけが残るようにすれば、神様はきっと、それを喜んでくれると思います。
最後にパウロはこういいました。13節から15節です。
２コリ 9:13　この奉仕の業が実際に行われた結果として、彼らは、あなたがたがキリストの福音を従順に公言していること、また、自分たちや他のすべての人々に惜しまず施しを分けてくれることで、神をほめたたえます。

２コリ 9:14　更に、彼らはあなたがたに与えられた神のこの上なくすばらしい恵みを見て、あなたがたを慕い、あなたがたのために祈るのです。

２コリ 9:15　言葉では言い尽くせない贈り物について神に感謝します。
パウロは、献金や奉仕をした結果は、その人々が豊かに恵まれるだけでなく、奉げられた人々をも満たし、さらにはそれに直接関係していない人々までも、このすばらしい恵みを見て、神をほめたたえ、その人たちを慕い、祈るようになることを言っています。言ってみれば、奉げることは、神を喜ばし、不足している人々を満たし、自分までもが恵み与えられ、さらには他の人々をも励まし神をほめたたえるものとするということです。そして、この祝福の循環がますます盛んになっていくということです。単に奉げるという一つの行為だけではなく、多くの出来事に波及していることを覚えつつ奉げることができるなら、それは素晴しい事ではないでしょうか。それを信じて奉げていくことが大切なのではないでしょうか。惜しむ人は残念ながら、それが自分の中だけに閉じられてしまって、時には報われない不満となってしまうわけです。
結
　パウロの語る、奉げることの素晴しさを味わいましたが、実際はなかなか本心が思うようには動いてくれないものです。ですが、どんな小さな奉げものであっても、そこに後ろめたさや、惜しむ思いを残すことなく、喜んで、何の思いも残さず奉げることができるなら、そこにはパウロが語るような祝福の循環が現れてくるのではないかと思います。小さな出来事がますます盛んになっていくのではないかと思います。神様に、蒔く種を与えられて、ますます豊かに蒔くことができるようにと、お祈りしたいと思います。
（1分間黙祷）（祈り）
天の父なる神様、あなたから与えられている恵みの豊かさを覚えて感謝いたします。私たちはあなたから与えられているこの恵みの豊かさを忘れて、奉げるときに惜しんでしまい、喜びと感謝にあふれた奉げ物とならなくなってしまうことが、たびたびあることを思います。パウロの教えてくれた、この奉げものの素晴しい祝福の循環をどうか味わうことができますように。奉げることが喜びとなり、豊かなものとなり、多くの人々の不足を補うものでありますように。
　今年は日本に大きな災害が何度もやってきました。今週も台風12号のために洪水が起こり、土砂災害が起こり、再び多くの人々が被災することとなりました。どうか、私たちにできる奉げ物を、わずかでもいいですから、本当に喜びを持って奉げていくことができますように導いてください。被災されたかたがたの上に平安が与えられ、日常の平穏な生活が与えられますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆エルサレムの信徒のための献金

２コリ 9:1　聖なる者たちへの奉仕について、これ以上書く必要はありません。

２コリ 9:2　わたしはあなたがたの熱意を知っているので、アカイア州では去年から準備ができていると言って、マケドニア州の人々にあなたがたのことを誇りました。あなたがたの熱意は多くの人々を奮い立たせたのです。

２コリ 9:3　わたしが兄弟たちを派遣するのは、あなたがたのことでわたしたちが抱いている誇りが、この点で無意味なものにならないためです。また、わたしが言ったとおり用意していてもらいたいためです。

２コリ 9:4　そうでないと、マケドニア州の人々がわたしと共に行って、まだ用意のできていないのを見たら、あなたがたはもちろん、わたしたちも、このように確信しているだけに、恥をかくことになりかねないからです。

２コリ 9:5　そこで、この兄弟たちに頼んで一足先にそちらに行って、以前あなたがたが約束した贈り物の用意をしてもらうことが必要だと思いました。渋りながらではなく、惜しまず差し出したものとして用意してもらうためです。

２コリ 9:6　つまり、こういうことです。惜しんでわずかしか種を蒔かない者は、刈り入れもわずかで、惜しまず豊かに蒔く人は、刈り入れも豊かなのです。

２コリ 9:7　各自、不承不承ではなく、強制されてでもなく、こうしようと心に決めたとおりにしなさい。喜んで与える人を神は愛してくださるからです。

２コリ 9:8　神は、あなたがたがいつもすべての点ですべてのものに十分で、あらゆる善い業に満ちあふれるように、あらゆる恵みをあなたがたに満ちあふれさせることがおできになります。

２コリ 9:9　「彼は惜しみなく分け与え、貧しい人に施した。彼の慈しみは永遠に続く」と書いてあるとおりです。

２コリ 9:10　種を蒔く人に種を与え、パンを糧としてお与えになる方は、あなたがたに種を与えて、それを増やし、あなたがたの慈しみが結ぶ実を成長させてくださいます。

２コリ 9:11　あなたがたはすべてのことに富む者とされて惜しまず施すようになり、その施しは、わたしたちを通じて神に対する感謝の念を引き出します。

２コリ 9:12　なぜなら、この奉仕の働きは、聖なる者たちの不足しているものを補うばかりでなく、神に対する多くの感謝を通してますます盛んになるからです。
２コリ 9:13　この奉仕の業が実際に行われた結果として、彼らは、あなたがたがキリストの福音を従順に公言していること、また、自分たちや他のすべての人々に惜しまず施しを分けてくれることで、神をほめたたえます。

２コリ 9:14　更に、彼らはあなたがたに与えられた神のこの上なくすばらしい恵みを見て、あなたがたを慕い、あなたがたのために祈るのです。

２コリ 9:15　言葉では言い尽くせない贈り物について神に感謝します。
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